
2020年３月期第３四半期 業績の概要 
AIG損害保険株式会社の2020年３月期第３四半期の業績につきまして、以下の通り概要をお知らせいたします。 
 

2018年1月1日にAIU損害保険株式会社（以下、AIU）と富士火災海上保険株式会社（以下、富士火災）が合併

し、AIG損害保険株式会社となりました。本合併に伴い、旧AIUが合併時点の旧富士火災の資産、負債を引き継

いでいます。なお、比較する2017年12月期の諸数値は旧AIU単独の数値となっています。 

■ 損益の状況 

四半期純損益 

2019年12月期の正味損害率は正味収入保険料減収により

78.8%となりました。 

2019年12月期の正味事業費率は物件費の減少などにより

37.5%となりました。 

保険引受損益 

AIG損保 旧AIU 
（単位：百万円） 
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AIG損保 旧AIU 

（単位：百万円） 

AIG損保 旧AIU 

2019年12月期の四半期純損益は105億円となりました。 2019年12月期の保険引受損益は64億円となりました。 

2018年12月期は新会社における再保険スキーム適用初年度の

影響により保険引受利益が大きくなっています。 
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■保険料収入の状況 

元受正味保険料（除く収入積立保険料） 正味収入保険料 
(元受正味保険料+受再正味保険料-支払再保険料) 

（単位：百万円） 

3,726億円 1,371億円 
（単位：百万円） 

2019年12月期の元受正味保険料（除く収入積立保険料）は

3,726億円となりました。 

2019年12月期の正味収入保険料は支払再保険料の増加などに

より1,371億円となりました。 

単体ソルベンシー・マージン比率 

（単位：百万円） 

1,084億円 1,230.6％ 

2019年12月期の純資産は前年度末比98億円減少し1,084億円

となりました。 

2019年12月期の単体ソルベンシー・マージン比率はリスク額

の減少により前年度末比41.1ポイント上昇し1,230.6%とな

りました。 
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■純資産と支払余力（ソルベンシー・マージン）の状況 

純資産 

AIG損保 AIG損保 
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2019年12月期 決算開示情報〔日本基準〕

四半期貸借対照表

(単位:百万円)

科         目 前事業年度 当第3四半期会計期間

(2019年3月31日) (2019年12月31日)

（資産の部）

現金及び預貯金 41,553 64,678

有価証券 601,405 564,073

貸付金 6,629 5,970

有形固定資産 25,575 21,370

無形固定資産 24,071 18,992

その他資産 146,737 128,113

前払年金費用 2,908 3,057

繰延税金資産 48,324 48,427

貸倒引当金 △ 374 △ 403

資産の部合計 896,830 854,281

（負債の部）

保険契約準備金 673,374 638,839

支払備金 89,231 81,026

責任準備金 584,143 557,812

その他負債 92,065 91,445

資産除去債務 2,423 2,434

その他の負債 89,641 89,011

退職給付引当金 9,065 7,566

役員退職慰労引当金 176 191

賞与引当金 1,876 5,603

価格変動準備金 1,457 1,683

再評価に係る繰延税金負債 582 543

負債の部合計 778,598 745,872

（純資産の部）

株主資本

資本金 13,762 13,762

資本剰余金 68,271 68,271

利益剰余金 20,567 14,818

株主資本合計 102,601 96,852

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 21,660 16,667

土地再評価差額金 △ 6,028 △ 5,110

評価・換算差額等合計 15,631 11,556

純資産の部合計 118,232 108,408

負債及び純資産の部合計 896,830 854,281



四半期損益計算書
(単位:百万円)

科                      目 前第3四半期累計期間 当第3四半期累計期間 Account

( 2018年 4月 1日から

         2018年12月31日まで ）

( 2019年 4月 1日から

         2019年12月31日まで ）

経常収益 237,125 192,184

保険引受収益 224,203 175,182

（うち正味収入保険料） 169,013 137,103

（うち収入積立保険料） △ 264 △ 626

（うち積立保険料等運用益） 4,302 4,150

（うち支払備金戻入額） 10,616 8,204

（うち責任準備金戻入額） 40,455 26,330

資産運用収益 11,645 15,987

（うち利息及び配当金収入） 9,601 8,333

（うち有価証券売却益） 6,111 11,579

（うち積立保険料等運用益振替） △ 4,302 △ 4,150

その他経常収益 1,275 1,014

経常費用 223,450 177,092

保険引受費用 125,974 96,602

（うち正味支払保険金） 110,282 88,022

（うち損害調査費） 20,009 20,044

（うち諸手数料及び集金費） △ 15,060 △ 21,991

（うち満期返戻金） 10,390 10,156

資産運用費用 2,679 5,649

（うち金融派生商品費用） 2,424 5,449

営業費及び一般管理費 94,023 74,200

その他経常費用 773 639

（うち支払利息） 48 31

経常利益 13,674 15,092

特別利益 1,482 1,369

固定資産処分益 1,482 1,369

特別損失 659 4,476

固定資産処分損 69 593

減損損失 332 970

価格変動準備金繰入額 257 225

早期退職関連費用 － 2,687

  税引前四半期純利益 14,497 11,985

  法人税及び住民税 383 107

  法人税等調整額 2,965 1,281

  法人税等合計 3,349 1,389

  四半期純利益 11,148 10,596
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種目別保険料・保険金

元受正味保険料（除く収入積立保険料） （単位：百万円）

火 災 74,461 19.7 132.0 75,268 20.2 1.1

海 上 5,956 1.6 32.9 5,501 1.5 △ 7.6

傷 害 58,443 15.5 25.4 57,392 15.4 △ 1.8

自 動 車 131,750 34.8 242.9 125,555 33.7 △ 4.7

自動車損害賠償責任 18,451 4.9 838.5 17,053 4.6 △ 7.6

そ の 他 89,003 23.5 27.6 91,877 24.6 3.2

合 計 378,067 100.0 95.6 372,648 100.0 △  1.4

正味収入保険料 （単位：百万円）

火 災 17,089 10.1 3,545.0 12,959 9.5 △ 24.2

海 上 1,711 1.0 127.6 1,544 1.1 △ 9.7

傷 害 30,451 18.0 84.4 25,742 18.8 △ 15.5

自 動 車 67,299 39.8 475.0 48,660 35.5 △ 27.7

自動車損害賠償責任 19,054 11.3 681.7 17,615 12.8 △ 7.6

そ の 他 33,406 19.8 99.5 30,581 22.3 △ 8.5

合 計 169,013 100.0 247.6 137,103 100.0 △  18.9

正味支払保険金 （単位：百万円）

火 災 22,952 2,845.1 143.3 17,493 △ 23.8 150.4

海 上 198 90.9 18.3 316 59.8 28.6

傷 害 10,184 120.8 40.9 10,048 △ 1.3 46.3

自 動 車 46,447 706.9 87.5 33,645 △ 27.6 94.1

自動車損害賠償責任 17,874 751.1 99.7 15,418 △ 13.7 94.1

そ の 他 12,625 119.8 45.4 11,098 △ 12.1 45.2

合 計 110,282 477.5 77.1 88,022 △  20.2 78.8

有価証券

（単位：百万円）

公 社 債 224,816 231,496 6,680 220,009 225,492 5,482

株 式 17,288 34,953 17,665 11,023 20,340 9,316

外 国 証 券 315,277 316,742 1,465 298,719 303,588 4,869

そ の 他 15,949 18,212 2,262 12,662 14,651 1,988

合 計 573,331 601,405 28,073 542,416 564,073 21,656

金額 構成比(%) 増減率(%)

金額 構成比(%) 増減率(%)

種　目

前第3四半期累計期間 当第3四半期累計期間

種　目

前第3四半期累計期間 当第3四半期累計期間

(2018年4月1日から2018年12月31日まで） (2019年4月1日から2019年12月31日まで）

金額 構成比(%) 増減率(%)

(2018年4月1日から2018年12月31日まで） (2019年4月1日から2019年12月31日まで）

金額 構成比(%) 増減率(%)

正味損害率(%) 金額 増減率(%) 正味損害率(%)

種　目

前第3四半期累計期間 当第3四半期累計期間

(2018年4月1日から2018年12月31日まで） (2019年4月1日から2019年12月31日まで）

金額 増減率(%)

区分

前事業年度 当第3四半期会計期間

(2019年3月31日） (2019年12月31日）

取得原価 貸借対照表計上額 差額 取得原価 貸借対照表計上額 差額



単体ソルベンシー・マージン比率

(単位:百万円)

前事業年度 当第3四半期会計期間

(2019年3月31日） (2019年12月31日）

　(A)単体ソルベンシー・マージン総額 248,362 248,517

資本金又は基金等、若しくは供託金等（外国保険会社等） 87,174 96,852

価格変動準備金 1,457 1,683

危険準備金 293 288

異常危険準備金 137,468 128,384

一般貸倒引当金 70 54

その他有価証券評価差額金・繰延ヘッジ損益(税効果控除前) 25,266 19,491

土地の含み損益 △ 4,579 △ 3,184

その他 1,211 4,947

　(B)単体リスクの合計額

　(R1+R2)
2
+(R3+R4)

2
+R5+R6

一般保険リスク(R1) 21,526 20,828

第三分野保険の保険リスク(R2) 3 2

予定利率リスク(R3) 1,351 1,281

資産運用リスク(R4) 25,151 23,453

経営管理リスク(R5) 1,091 1,051

巨大災害リスク(R6) 6,522 6,998

　(C)単体ソルベンシー・マージン比率

　　　[(A)/{(B)×1/2}]×100

項　目

41,758 40,388

1,189.5% 1,230.6%

「単体ソルベンシー・マージン比率」とは、保険業法施行規則第86条（単体ソルベンシー・マージン）及び第87条（単体
リスク）並びに平成８年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出された比率です。


